研究室だより by unknown
研究室だより















 ○ 馬場聡准教授は 4月、『ウォルター・クレインの美女と野獣』（アトランス
チャーチ）を翻訳出版。
 ○ 早野薫准教授は、4月、「修復の組織」を『日本語学』第 36号 4巻に執筆。
 ○ 藤永康政准教授は、4月 5日から 4月 9日まで、Organization of American 
Historian年次大会に出席のため、アメリカ合衆国ニューオリンズに海外出張。
 ○ ピーター・ロビンソン准教授は、4月、Heritage Lottery Fundのプロジェク
ト活動の一環として “A Sussex Alphabet （Snake Rover Press）”を編集・出版。活
動の集大成として最終プロジェクト “A South Downs Alphabet: inspiring people 
to create a literary heritage for the future”を June Goodﬁ eld氏と共同企画。プロ
ジェクトブック A South Downs Alphabetを出版。
 ○ ピーター・ロビンソン准教授は、4月 29日から 6月 25日まで、展覧会 “Nov-















 ○ ピーター・ロビンソン准教授は、6月10日、“Capricious Captioning and Nar-
rative Instability: Hugh Lofting’s Doctor Dolittle Newspaper Illustrations”を展覧会
“Novelists and Newspapers: Th e Golden Age of Newspaper Fiction, 1900–1939”
（於東京大学駒場博物館）において一般講演。




 ○ 川端康雄教授は、7月 1日、学術振興会外国人招へい研究者Dr. Keith Hanley
（ランカスター大学教授）の講演（於東京大学駒場キャンパス）“Laurence Binyon: 
Romantic Modernist and the Invention of Japan”の司会を務める。





 ○ 川端康雄教授は、7月 14日、日本女子大学文学部英文学会主催学術講演会
（於日本女子大学目白キャンパス）でDr. Keith Hanley（ランカスター大学教授）
の講演 “John Ruskin and Religion”の司会を務める。
 ○ 藤井洋子教授は、7月 15日から 7月 23日まで、第 15回国際語用論学会に
出席、研究発表のため、連合王国北アイルランド、ベルファストへ海外出張。7
月 17 日、“Pragmatics of ba: A cross-linguistic study of task-based interaction in 
Japanese, Korean, Th ai, Chinese and American English”をパネル “Emancipatory 
Pragmatics: Approaching Language and Interaction from the Perspective of Ba”に
て口頭発表。
 ○ 町沙恵子助教は、7月 15日から 7月 20日まで、第 15回国際語用論学会に
出席、研究発表のため、連合王国北アイルランド、ベルファストへ海外出張。7
月17日、“Repetition as a Device for Teaming and Teasing in Triadic Conversation 
in Japanese”をパネル “Emancipatory Pragmatics: Approaching Language and In-
teraction from the Perspective of Ba”にて口頭発表。
 ○ アン・スレイター教授は、7月 16日、エッセイ “Th e Stories Behind Ordinary 
Lives and Th ings”をTh e Huﬃ  ngton Postに執筆。
 ○ 高梨博子准教授は、7 月 17 日から 7 月 24 日まで、Th e 15th International 
Pragmatics Conferenceに出席、研究発表のため、連合王国北アイルランド、ベ
ルファストに海外出張。7月 21日、“Multiplicity of Playful Stance Markers in 
Japanese: A Dialogic Syntax Approach”を口頭発表。
 ○ 土屋智子講師は、7月30日、“Producing Multiracial Family: Mothering “Mixed 








 ○ ダグラス・フォースター准教授は、8月 6日、“ER is Essential”をTh e Fourth 
World Congress on Extensive Reading（於東洋学園大学）にて Joseph Poulshock
と共著で口頭発表。
 ○ 高梨博子准教授は、8月 11日から 8月 20日まで、インバウンド・コミュニ
ケーションのフィールドワークのため、アメリカ合衆国カリフォルニア州サン
タバーバラへ海外出張。
 ○ 花角聡美助教は、8月 14日から 8月 22日まで、資料収集のため、連合王国
へ海外出張。
 ○ ピーター・ロビンソン准教授は、8月 15日 “Book Advertising Studies: Project 
Overview”を Inaugural Book Adverting Workshop （BKAS）（於連合王国エディン
バラ大学）にて講演および司会を務める。
 ○ 三神和子教授は、8月 22日から 9月 1日まで、資料取集のため連合王国（ロ
ンドン・スクール・オブ・エコノミックス図書館）へ海外出張。
 ○ 川端康雄教授は、8月 29日から 9月 4日まで、科研基盤研究（A）「「産業文
学」の再定義とその国際共同研究」に係る国際会議 “Selective Tradition in the 
Paciﬁ c A Conference on Class, Writing, and Culture”（於ニュージーランド・ウェ
リントン）に出席のため、ニュージーランド・ウェリントンに海外出張。9月 2
日、“‘Deadly the Harvest of Two Atom Bombs’: An Anti-A-Bomb Song Travelling 














 ○ 増田和香子助教は、9月 1日から 7日まで、資料収集のため、アメリカ合衆
国ニューヨークおよびワシントンD.C.へ海外出張。
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 ○ 馬場聡准教授は、9月 9日、「アメリカ文学におけるコミューン表象の変遷」
を英米文化学会第 35回全国大会（於法政大学）にて口頭発表。
 ○ 高梨博子准教授は、9月 16日、「インバウンド・コミュニケーションにおけ
るスタンステーキングの分析―バフチンの対話原理の視点から―」を第 40
回社会言語科学会研究大会（於関西大学）にて口頭発表。
 ○ 花角聡美助教は、9月 16日に「ジョン・ラスキンの労働観―『フォルス・
クラヴィゲラ』を中心に」を日本比較文学会東京支部 9月例会（於日本大学）に
て口頭発表。
 ○ 大場昌子教授は、9月 23日、日本ユダヤ系作家研究会第 29回講演会（於日
本女子大学）にて研究発表の司会を務める。
 ○ 大学院英文学専攻修士論文中間発表会が、9月 28日、開催された。博士課程
前期 2年次 4名が修士論文の中間発表を行った。
 ○ 佐藤和哉教授は、10月 1日、「イギリス児童文学の世界『アリス』と『プー
さん』：ディズニーの向こうにあるもの」を米子市立図書館・図書館友の会・桜
楓会講師派遣事業講演会（於米子市立図書館）にて招待講演。





 ○ アン・スレイター教授は、10月、ノンフィクションエッセイ “Driving to 
Shangri-La” を Flockに執筆。








今後を考える』 報告書 pp. 15–21に執筆。
 ○ 内山加奈枝准教授は、10月、日本比較文学会第 55回東京支部大会において
総合司会を務める。
 ○ 鈴木喜和准教授は、10月、“Th e Birth of New Heroism: Post-Waterloo Cockney 
Politics and ‘Hyperion’”をTh e Keats-Shelley Review 第 31–2号に執筆。













 ○ 佐藤達郎准教授は、10月 7日、第 56回シェイクスピア学会（於近畿大学東
大阪キャンパス）にて司会を務める。
 ○ アン・スレイター教授は、10 月 9 日、“Creative Nonﬁ ction: What Is It and 
How Do You Write It?”をTh e 2017 Japan Writers Conference （Tokyo）で発表。
 ○ 松森晶子教授は、10月 9日から 10月 13日まで、Workshop on Prosody and 
Prosodic Interfaces in Japanese and Korean（国立国語研究所主催）にて招待発表
のため、アメリカ合衆国ハワイ大学マノア校に海外出張。10月 11日、“Pro-
sodic units and phonological processes of the Miyako-jima and Tarama-jima sys-
tems in Miyako Ryukyuan” を招待発表。
 ○ 早野薫准教授は、11月、“When （not） to claim epistemic independence: Th e 




 ○ 早野薫准教授は、11 月 5 日、“(Re)constructing epistemic status: Some tech-
niques for legitimizing an epistemic claim in interaction”を第 90回日本社会学会
（於東京大学）にて口頭発表。
 ○ 英語英文学会の秋季講演会が、11月 9日、開催された。講師はピーター・ロ
ビンソン准教授。演題は “Th e Wonderful World of Early American Comics, 
1915–1935.”  また大学院生 2名による研究発表も行われた。発表者は、イギリ
ス文学より博士課程後期 2年の渡邊彩子。発表タイトルは “Th e Problem of the 
Body and the Soul in William Shakespeare’s Hamlet: Hamlet’s Conﬂ ict between 








 ○ 高梨博子准教授は、11月23日、“Th e Dialogic Grounds for the Innovative Use 




究会合 “Fixed Expression Research Meeting”（於慶應義塾大学）にて招待講演。




 ○ アン・スレイター教授は、11月 27日、エッセイ “‘Garden, Temple, Tea, River, 
Miracle, Sun’: Megan Marshall on Kyoto and Elizabeth Bishop”をTh e Huﬃ  ngton 
Postに執筆。
 ○ アン・スレイター教授は、12 月、エッセイ “Teatime in Darjeeling” を Tin 
House に執筆。
 ○ 藤井洋子教授は、12月 10日、共創学会第 1回年次大会にて司会を務める。




 ○ 川端康雄教授は、12月 16日、第 2回ウィリアム・モリス研究会（意匠学会
デザイン史分科会）（於同志社女子大学）にて「「擬い物」に抗って―ウィリア
ム・モリス晩年の講演 “Makeshift” （1894）についての一考察」を口頭発表。
 ○ 馬場聡准教授は、12月 16日、多民族研究学会第 29回全国大会（於国士館大
学）にて司会を務める。
 ○ 川端康雄教授は、12月 29日、ウィリアム・モリス「冬」およびエミリー・
ディキンスン「鉛の篩にかけられて」の訳詩を『婦人画報』2018年 2月号に発
表。
 ○ 大場昌子教授は、1月 13日、『図書新聞』に、グレイス・ペイリー著、村上
春樹訳『その日の後刻に』（文藝春秋）の書評を掲載。
 ○ アン・スレイター教授は、2 月、ノンフィクションエッセイ “Driving to 
Shangri-La”を Kyoto Journal第 90号に執筆。
 ○ 町沙恵子助教は、2 月、“Th e appeal of gender crossing in Twelfth Night” を
Teaching Shakespeare 第 14号に執筆。
 ○ 川端康雄教授は、2月 17日、日本女子大学大学院文学研究科主催学術講演会
（於日本女子大学目白キャンパス）でDr. Barrie Bullen（ロンドン大学ロイヤル・










 ○ 佐藤達郎准教授は、3月、「『エイジャックスの変容』と諷刺」を Shakespeare 
Journal第 4号に執筆。
 ○ 早野薫准教授は、3月、“A-prefaced responses to inquiry in Japanese”を Turn-
initial particles across languages （John Benjamins）に共著にて執筆。
 ○ ピーター・ロビンソン准教授は、3月、“Comic Hybridity and Filmic Associa-
tion in F.C. Collinge’s ‘Musical Strip’ Dinny Doodles”を『英米文学研究』第 53号
に執筆。
 ○ ピーター・ロビンソン准教授は、3月、エッセイ “Literary Gifts fot the Season: 
Book Advertising in Th e Times’ Christmas Books Supplement, 1909–1919” を
BKAS Essay Shorts: Book Advertising Studiesに執筆。
 ○ 土屋智子講師は、3月、“Ambassadors of Japan: Women’s Narratives within the 
Idea of Cultural Pluralism”を『英米文学研究』第 53号に執筆。
 ○ 町沙恵子助教は、3月、“Paraphrasing the ‘Other’: Connecting Participants in 
Japanese Conversation”を『日本女子大学紀要文学部』第 67号に執筆。
 ○ 松森晶子教授は、3月 5日、「奄美大島瀬戸内町の音節構造」を第 13回音韻
論フェスタ （2018） （於早稲田大学）にて発表。
 ○ 川端康雄教授は、3月 21日から 3月 30日まで、科研基盤研究（A）「「産業文
学」の再定義とその国際共同研究」および「異文化交渉の動態と位相」に係る
調査のため、フランス、パリおよびスペイン、バルセロナに海外出張。 
